
■V
U
C
A

の
時
代

令
和
時
代
は
、
し
ば
し
ば
「V

U
CA

（
変

動
性
・
不
確
実
性
・
複
雑
性
・
曖
昧
性
）
の

時
代
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
社
会
や
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
前
提
が
急
速
に
変
化
す
る
な
か

で
、
企
業
は
こ
れ
ま
で
の
成
功
体
験
や
過
去

の
延
長
線
上
だ
け
で
は
将
来
を
描
き
に
く
く

な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
近
年
は
、
技
術
革

新
や
人
口
動
態
、
働
き
方
の
価
値
観
な
ど
、

多
方
面
で
構
造
的
な
転
換
が
同
時
多
発
的
に

起
き
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、ChatGPT

に
代
表
さ
れ
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
普
及
は
、単
な
る
業
務
の

効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
知
的
労
働
そ
の
も

の
の
あ
り
方
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
進
展
に
よ
り
、
組
織
の
生
産
性

向
上
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
が
、
あ
ら

ゆ
る
業
界
で
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
社
会
が
直
面
す
る
人
口
減

少
は
も
は
や
不
可
逆
的
と
い
わ
れ
、
企
業
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
限
ら
れ
た
人
材
を
活
か
し

き
る
経
営
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０

１
９
年
か
ら
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
働

き
方
改
革
に
よ
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
も
、
そ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。

Zoom

やT
eam

s

に
代
表
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ツ
ー
ル
の
浸
透
は
、
働
き
方
だ
け
で

な
く
、
生
活
そ
の
も
の
の
設
計
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
を

選
択
で
き
る
環
境
は
、
多
く
の
企
業
で
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

組
織
人
事
の
領
域
で
も
、
労
働
時
間
の
上

限
設
定
、
休
日
の
確
保
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ

レ
ッ
ク
ス
制
度
の
拡
充
、
女
性
・
高
齢
者
・

障
害
者
の
就
労
促
進
な
ど
、
制
度
面
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変

化
は
単
な
る
就
労
環
境
の
整
備
で
は
な
く
、

「
働
く
人
が
持
続
的
に
活
躍
で
き
る
基
盤
づ

く
り
」
と
い
う
、
企
業
の
根
幹
に
か
か
わ
る

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
人
的
資
本
経
営
の
重
要
性
が
高

ま
る
な
か
、
企
業
は
組
織
風
土
改
革
や
リ
ス

キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
な
ど
、
人
材
を
資

源
で
は
な
く
“
資
本
”
と
し
て
捉
え
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
性
を
高
め
る

技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
社
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
研
修
の
強
化
と
い
っ
た
取
り
組
み

は
、
も
は
や
一
部
の
企
業
に
留
ま
ら
ず
、
広

く
一
般
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
外
部
環
境
・
技
術
・
働
き

手
の
価
値
観
が
同
時
に
変
化
す
る
現
在
、
人

事
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
新
し
い
視
点
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の
人
事
」

を
考
え
る
こ
と
は
、
企
業
の
未
来
を
ど
う
描

く
か
と
い
う
問
い
そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

特集１：特別寄稿

「これからの人事」への提言
～不確実性の時代に求められる視点～

岡田 英之 氏（株式会社グローブハート　組織・人事コンサルティング部部長）

技術革新、人口減少、価値観の多様化─企業を取り巻く前提が大きく揺らぐ現在、人事には従来
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つの仕組みの課題を整理した上で、エフェクチュエーションを活かした人材の棚卸し、シェアリ
ズム発想、そしてPDF（プロデューサー・ディレクター・フィクサー）という人事の役割の新し
い視点を提言します。
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今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
事
と

そ
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
の

人
事
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
役
割
、
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
私
な
り
の
考
え
を

提
言
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え
る
こ

れ
ま
で
の
人
事
と
そ
の
課
題

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
（
昭
和
か
ら
平
成
を

経
て
令
和
の
現
在
ま
で
）
の
人
事
が
担
っ
て

き
た
役
割
に
つ
い
て
、
象
徴
的
な
キ
ー
ワ
ー

ド
を
３
つ
取
り
上
げ
、
そ
の
課
題
を
整
理
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
①
新
卒
一
括
採
用
、
②
職
能
給
と
職

務
給
、
③
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
す
。

①
新
卒
一
括
採
用

こ
の
時
期
（
昭
和
か
ら
平
成
）、
令
和
時

代
の
現
在
ま
で
連
綿
と
続
く
新
卒
一
括
採
用

が
定
着
し
ま
し
た
。
新
規
学
卒
者
を
同
時
期

に
一
括
し
て
採
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
（
事
務
・
企
画
系
）
と
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
（
現
場
の
作
業
系
）
の
双
方
を
“
社

員
”
と
し
て
同
一
に
処
遇
す
る
と
い
う
点
が

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
主
に
都
市
部
の
大
企
業

を
中
心
に
広
が
り
、
日
本
独
特
の
雇
用
慣
行

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
の

人
事
の
役
割
は
、
自
社
に
マ
ッ
チ
し
た
優
秀

（
優
秀
で
あ
ろ
う
？
）
な
人
材
を
一
人
で
も

多
く
採
用
す
る
こ
と
で
す
。
実
際
に
は
、
個

人
の
能
力
、
ス
キ
ル
、
適
性
や
社
風
と
の
相

性
と
い
う
よ
り
、
学
歴
を
代
理
指
標
と
し
、

大
学
別
に
目
標
採
用
数
が
割
り
振
ら
れ
、
質

よ
り
数
を
重
視
し
た
採
用
で
し
た
。

人
事
担
当
者
は
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
を
動
員

し
、
ゼ
ミ
や
研
究
室
と
個
別
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
接

触
し
よ
う
と
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
の
隆
盛
と
と

も
に
新
卒
採
用
メ
デ
ィ
ア
（
求
人
サ
イ
ト
な

ど
）
が
導
入
・
進
化
し
、
採
用
選
考
プ
ロ
セ

ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
）

に
よ
り
、
透
明
性
、
公
開
性
、
ス
ピ
ー
ド
感

が
重
視
さ
れ
る
採
用
に
変
化
し
ま
し
た
。

同
時
に
人
事
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

や
ス
キ
ル
も
変
化
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
、W

eb

デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
内
容

で
す
。
リ
ク
ル
ー
タ
ー
や
個
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
っ
たFace to Face

で
の
面
接
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
つ
つ
も
、
デ

ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
積
極
的

な
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

で
は
、
新
卒
一
括
採
用
は
ど
こ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
以
下

の
点
を
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
供
給
減
少
社

会
で
は
、
そ
も
そ
も
新
規
学
卒
者
の
供
給

量
が
乏
し
い
。

□
企
業
の
安
定
成
長
と
将
来
計
画
に
不
確
実

性
が
増
し
て
く
る
と
、
新
卒
入
社
者
を
対

象
と
し
た
長
期
的
な
人
材
育
成
計
画
が
立

て
づ
ら
く
な
る
。

□
働
き
方
の
多
様
化
や
早
期
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
影
響
に
よ
り
、
新
卒
学
生
に
と
っ
て
も

企
業
や
働
き
方
の
選
択
肢
が
増
え
、
迷
い

や
決
め
き
れ
な
い
状
態
の
学
生
を
採
用
す

る
こ
と
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

□
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
が
激
し
く
、
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
柔
軟
に
変
え
て
い
く

場
面
が
多
く
な
る
と
、
求
め
る
人
材
も
即

戦
力
志
向
と
な
り
、
自
ず
と
キ
ャ
リ
ア
採

用
比
率
が
高
ま
っ
て
く
る
。

②
職
能
給
と
職
務
給

賃
金
制
度
に
つ
い
て
、
戦
後
ま
も
な
く
の

１
９
５
０
年
代
に
導
入
が
進
ん
だ
の
が
「
職

務
給
」
で
し
た
。
担
当
す
る
「
職
務
」
の
内

容
や
価
値
を
基
準
に
賃
金
を
決
め
る
考
え
方

で
す
。
欧
米
で
は
主
流
だ
っ
た
考
え
方
で
、

日
本
で
も
「
年
齢
や
勤
続
で
は
な
く
、
職
務

内
容
で
評
価
す
る
」
と
い
う
方
向
性
は
、
魅

力
的
に
映
り
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
で
検
討
さ
れ
た
職
務
給
は
、

各
社
各
様
で
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
国
や
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第
三
者
機
関
が
「
共
通
の
職
務
表
」
を
作
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
職
務
レ
ベ
ル
を
標
準
化
す

る
と
い
う
壮
大
な
構
想
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
な
か
な
か
普
及
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
理
由
の
一
つ
は
、
産
業
や
会
社
ご
と
に

仕
事
内
容
が
大
き
く
異
な
り
、
共
通
の
職
務

表
を
作
っ
て
も
現
場
で
う
ま
く
運
用
で
き
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
労
働
組
合
や
経

営
側
の
思
惑
も
一
致
せ
ず
、
制
度
化
の
試
み

は
研
究
段
階
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
結
局
、

日
本
で
は
「
職
務
給
」
は
根
付
か
ず
、
能
力

を
基
軸
と
す
る
職
能
給
を
模
索
し
、
職
能
資

格
制
度
と
相
ま
っ
て
所
謂
日
本
型
雇
用
で
一

定
の
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

「
職
務
給
」
は
、
現
在
で
３
回
目
の
ブ
ー

ム
が
再
来
し
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
型
Ｖ
Ｓ
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
と
い
う
非
常
に
わ
か
り
や

す
い
（
問
題
点
も
多
い
で
す
が
・
・
・
）
議

論
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、

賃
金
制
度（
何
を
基
準
に
賃
金
を
払
う
の
か
）

に
つ
い
て
は
、
百
家
争
鳴
な
テ
ー
マ
な
の
で

す
。こ

こ
で
は
職
能
給
に
つ
い
て
指
摘
し
ま

す
。も
ち
ろ
ん
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
訳
で
す
が
、

こ
こ
で
は
、
敢
え
て
限
界
に
つ
い
て
指
摘
し

ま
す
。

□
個
人
の
能
力
を
基
準
に
賃
金
を
決
定
す
る

場
合
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
能
力
の
中
身

と
測
定
方
法
に
様
々
な
考
え
方
や
手
法
が

存
在
し
、
客
観
的
基
準
が
難
し
い
。
人
事

実
務
で
も
、
潜
在
能
力
、
保
有
能
力
、
発

揮
能
力
な
ど
こ
れ
ま
で
多
く
の
言
葉
で
議

論
さ
れ
て
き
た
が
、
明
確
な
答
え
に
は
辿

り
着
い
て
い
な
い
。

□
能
力
は
ど
こ
ま
で
伸
長
す
る
の
か
？
伸
長

す
る
上
で
研
修
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
の
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
は
ど
こ
ま
で
有
効
な
の
か
？

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
人
事
担
当
者
は

悩
み
続
け
て
い
る
（
隘
路
に
陥
っ
て
し
ま

う
）。
結
果
、
昇
給
判
断
を
す
る
際
、
能

力
の
伸
長
度
合
い
よ
り
、
わ
か
り
や
す
い

勤
続
年
数
を
基
準
に
判
断
し
て
し
ま
う
。

□
組
織
の
業
績
や
成
果
に
個
人
の
能
力
が
ど

こ
ま
で
影
響
し
て
い
る
の
か
？
学
術
的
研

究
成
果
で
、
相
関
関
係
は
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
因
果
関
係
ま
で
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。

③
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

企
業
が
事
業
戦
略
を
遂
行
す
る
た
め
に
、

正
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
、
派
遣
社
員

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
形
態
の
人
材
を
最

適
に
組
み
合
わ
せ
、
配
置
す
る
か
を
計
画
・

管
理
す
る
手
法
で
す
。
１
９
９
５
年
当
時
の

日
経
連
が
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
「
新
時

代
」
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
提
唱
し
た
考
え

方
で
す
。

⑴
長
期
蓄
積
能
力
活
用
型
：
長
期
雇
用
を
前

提
に
、
能
力
を
会
社
で
蓄
え
活
か
す
。

⑵
高
度
専
門
能
力
活
用
型
：
専
門
性
を
中
期

的
に
活
か
す
雇
用
。

⑶
雇
用
柔
軟
型
：
採
用
や
解
雇
を
柔
軟
に
調

整
す
る
雇
用
。

こ
の
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
課
題
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

□
３
つ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
間
の
人
材
移
動

が
思
っ
た
ほ
ど
柔
軟
に
進
ま
ず
、
結
果
と

し
て
雇
用
身
分
が
固
定
化
し
、
賃
金
格
差

な
ど
の
弊
害
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

□
⑵
の
高
度
専
門
能
力
活
用
型
に
つ
い
て
、

専
門
能
力
の
定
義
や
評
価
基
準
が
曖
昧
で

適
正
な
評
価
が
困
難
。
結
果
、
一
部
の
わ

か
り
や
す
い
公
的
資
格
（
士
業
）
保
有
者

の
み
が
該
当
す
る
よ
う
な
誤
解
も
生
じ
て

し
ま
っ
た
。

□
⑶
の
雇
用
柔
軟
型
に
つ
い
て
、
不
況
期
の

雇
用
調
整
弁
と
し
て
活
用
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

□
昨
今
注
目
さ
れ
る
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ギ

グ
ワ
ー
カ
ー
、
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ク
と
い
っ
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た
働
き
方
は
、
雇
用
形
態
、
賃
金
、
能
力
・

ス
キ
ル
・
専
門
性
の
点
で
３
つ
の
区
分
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。

象
徴
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
３
つ
取
り
上

げ
、
現
在
の
人
事
に
関
す
る
課
題
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
の
人
事
に
求
め
ら

れ
る
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
え

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
人
事
に
求
め
ら
れ
る
機
能
（
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
の
活
用
）

①
頻
出
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
」

企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
人
事
に
求
め
ら

れ
る
機
能
も
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私

も
日
頃
か
ら
機
会
を
捉
え
、
人
事
担
当
者
と

こ
れ
か
ら
の
人
事
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
頻
出
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
、「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
言
葉
で
す
。関
連
書
籍
や
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
、

W
eb

記
事
も
多
く
、
私
な
り
に
人
事
業
務

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
気
づ
き
や
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
、エ
フ
ェ
ク
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
手
が
か
り
に
こ

れ
か
ら
の
人
事
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
リ
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
と
い
う
思
考
法
を
使
い
ま
す
。
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
と
は
、「
物
事
の
枠
組
み
を
変

え
る
こ
と
で
、
視
点
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
転
換

す
る
意
味
づ
け
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。
ま
ず

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解

し
、
人
事
機
能
の
転
換
点
と
な
る
で
あ
ろ
う

業
務
を
で
き
る
だ
け
多
く
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
業
務
を
エ
フ
ェ

ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
リ
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
し
て
み
ま
す
。

私
の
場
合
は
、「
労
働
生
産
性
を
意
識
し

た
人
材
の
棚
卸
し
」
と
「
競
争
力
の
あ
る
組

織
に
必
要
な
シ
ェ
ア
リ
ズ
ム
発
想
」
で
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
し
て
み
ま
し
た
。
人
事
に
限
ら

ず
、
環
境
変
化
で
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
、
こ
の
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
何
か
新
し
い
概
念
を
活
用
し

て
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し
て
み
る
と
視
野
が
広

が
り
ま
す
。
組
織
内
で
の
対
話
や
意
見
交
換

も
活
発
化
し
、
組
織
風
土
改
革
に
も
繋
が
り

ま
す
。

②
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
リ
フ
レ

ー
ミ
ン
グ

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン（effectuation

）

と
は
、
米
国
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
サ
ラ
ス
・

サ
ラ
ス
バ
シ
ー
教
授
が
提
唱
し
た
理
論
で

す
。
成
功
し
た
起
業
家
に
共
通
す
る
思
考
プ

ロ
セ
ス
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
体
系
化
し
た
内

容
で
す
。
こ
れ
ま
で
経
営
学
で
は
、
未
来
を

予
測
し
、目
標
を
設
定
す
る「
コ
ー
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
不
確
実
性
の
高
い
未
来
に
対
し
て
、
現

在
組
織
で
保
有
し
て
い
る
リ
ソ
ー
ス（
資
源
）

を
強
く
意
識
（
棚
卸
し
）
し
な
が
ら
未
来
を

創
造
（
思
考
）
す
る
と
い
う
考
え
方
を
し
ま

す
。エ

フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず

足
元
の
経
営
資
源
の
棚
卸
し
を
し
ま
す
。
経

営
資
源
と
は
、基
本
４
要
素
と
言
わ
れ
る「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
で
す
。
最
近
で

は
、
こ
こ
に
「
時
間
」
と
「
知
的
財
産
」
を

加
え
て
い
ま
す
。
人
事
で
は
、「
ヒ
ト
」
が

最
重
要
で
、
次
に
「
情
報
」
や
「
時
間
」
が

該
当
し
ま
す
。
経
営
資
源
の
重
要
度
、
優
先

度
は
業
界
や
企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

人
事
で
は
、「
ヒ
ト
」
つ
ま
り
人
材
の
棚

卸
し
が
最
重
要
課
題
で
す
。
で
は
何
を
棚
卸

し
す
る
の
で
し
ょ
う
。よ
く
目
に
す
る
の
が
、

人
員
構
成
（
組
織
（
部
署
）
別
、
階
層
別
、

年
齢
・
勤
続
年
数
別
、
職
種
別
の
人
数
）、

ス
キ
ル
マ
ッ
プ
（
役
職
、
職
種
ご
と
に
個
人

が
保
有
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
・
経
験
）、
入

退
社
や
昇
格
・
異
動
履
歴
な
ど
で
す
。「
情
報
」

と
は
、
人
事
情
報
を
指
し
ま
す
。
氏
名
、
所

属
、
役
職
、
入
社
履
歴
、
勤
続
と
い
っ
た
個

人
別
基
礎
情
報
。
評
価
履
歴
、
研
究
受
講
履

歴
、
配
置
・
異
動
履
歴
、
面
談
履
歴
な
ど
キ
ャ
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リ
ア
パ
ス
に
関
す
る
情
報
。
さ
ら
に
タ
レ
ン

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
称
し
て
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
多
角
的
に
集
計
・
分
析
し
た
二
次
（
加

工
）
情
報
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
れ
も
棚
卸
し
に
必
須
で
す
が
、
こ
こ
で

私
が
強
調
し
た
い
の
が
生
産
性
時
間
の
棚
卸

し
で
す
。
生
産
性
時
間
と
は
、
各
人
の
役
割

や
業
務
ご
と
に
投
入
し
た
時
間
と
成
果
や
業

績
、
個
人
の
成
長
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
と
の

関
係
で
す
。
就
業
時
間
や
残
業
時
間
と
い
っ

た
物
理
的
な
時
間
と
は
異
な
り
ま
す
。
厳
密

な
計
測
は
困
難
で
す
が
、
本
人
た
ち
の
自
己

申
告
で
も
十
分
目
安
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

Ｍ
Ｂ
Ｏ
（
目
標
管
理
制
度
）
を
導
入
し
て
い

る
企
業
で
あ
れ
ば
、
評
価
に
投
入
時
間
数
を

加
味
し
て
も
良
い
で
す
。
毎
月
部
下
の
勤
怠

管
理
を
行
っ
て
い
る
管
理
者
で
あ
れ
ば
、
残

業
時
間
の
削
減
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
性
時

間
も
意
識
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。私
は
、

人
材
の
棚
卸
し
と
い
っ
た
と
き
、
必
ず
生
産

性
時
間
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

次
に
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
の
有
効
活
用
を

考
え
ま
す
。
こ
こ
が
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
で
、無
根
拠（
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
）
に
未
来
を
創
造
す
る
の
で
は
な
く
、
棚

卸
し
し
た
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
を
根
拠
に
思

考
を
巡
ら
せ
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
未

来
を
描
き
ま
す
。
人
材
の
有
効
活
用
と
い
う

と
、
適
材
適
所
と
か
配
置
・
異
動
、
評
価
な

ど
あ
く
ま
で
自
組
織
内
で
の
話
に
注
力
し
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
環
境
変
化
が
激
し
く
、

不
確
実
性
の
高
い
中
で
は
、
自
組
織
内
で
の

最
適
化
だ
け
で
は
、
競
争
優
位
性
が
確
保
で

き
ま
せ
ん
。
外
部
リ
ソ
ー
ス
も
含
め
た
有
効

活
用
の
発
想
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
と
い
う
と
き
、
私

の
場
合
、“
自
前
主
義
か
ら
シ
ェ
ア
リ
ズ
ム

へ
の
発
想
転
換
“
を
意
識
・
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
シ
ェ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
資
源
を
共
同
で
利
用
す
る
こ
と

で
す
。
単
に
共
同
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

対
話
を
通
じ
て
、
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
人
事
機
能
を
同
じ
業
界
、
グ
ル
ー
プ

企
業
間
、
同
じ
地
域
の
企
業
群
な
ど
特
定
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
シ
ェ
ア
し
、
人
材
や
ナ

レ
ッ
ジ
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
貴
重
な
資
源
を

融
通
し
合
う
な
ど
で
す
。

例
え
ば
、
あ
る
地
域
に
本
社
を
置
く
企
業

10
社
が
、
人
事
機
能
の
シ
ェ
ア
リ
ズ
ム
発
想

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。
新
卒
採

用
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
共
同
企
画
・

開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
育
ま
れ
た
学
生
（
大

学
）
と
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
か
し
、

地
域
で
優
秀
な
人
材
が
安
定
的
に
採
用
、
育

成
さ
れ
る
人
材
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま

し
た
。

別
の
例
で
は
、
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
に
悩
む
５
社
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
越
境
学
習（
他

社
に
レ
ン
タ
ル
移
籍
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経

験
を
積
む
武
者
修
行
）
を
実
践
す
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
シ
ェ
ア
リ
ズ
ム
発

想
に
よ
り
、
規
模
や
予
算
、
資
源
に
制
約
の

あ
る
中
堅
・
中
小
企
業
で
あ
っ
て
も
人
事
機

能
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
可
能
に
な
り

ま
す
。
更
に
、
人
事
担
当
者
同
士
の
対
話

（D
ialogue

）
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
企
業

の
未
来
に
対
し
て
、
創
発
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
人
事
の
役
割
と
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル

最
後
に
変
化
が
激
し
く
、
混
迷
す
る
時
代

に
期
待
さ
れ
る
人
事
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。
流
行
に
左
右
さ
れ
る
概

念
や
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
便
利
な
ツ
ー
ル
や

シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
話
と
は
一
線
を
画
し
、

い
つ
、
い
か
な
る
時
代
に
も
使
え
る
本
質
的

（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
）な
構
え（
基
本
的
態
度
）

で
す
。

①
人
事
の
役
割
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

人
事
の
役
割
は
、
企
業
の
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、「
ヒ
ト
」
と
い
う
経
営
資
源
を
最
大

限
に
活
か
す
こ
と
。具
体
的
な
役
割
と
し
て
、

⑴
人
材
採
用
⑵
人
材
育
成
⑶
人
事
評
価
と
処

遇
⑷
労
務
管
理
⑸
人
事
戦
略
の
立
案
⑹
組
織

文
化
の
醸
成
⑺
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
そ

の
た
め
に
、
人
材
の
採
用
か
ら
育
成
、
評
価
、
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労
働
環
境
の
整
備
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
業

務
を
担
い
ま
す
。
私
は
、
人
事
の
役
割
に
つ

い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（Producer

）・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（D

irector

）・

フ
ィ
ク
サ
ー
（Fixer

）
の
３
つ
の
頭
文
字
）

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
】
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

社
内
で
必
要
と
さ
れ
る
施
策
と
し
て
、
制

度
や
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
役
割
で
す
。
人

事
担
当
と
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
、
外
部
環

境
の
変
化
を
把
握
し
、
社
内
の
制
度
や
シ
ス

テ
ム
に
見
合
う
形
で
運
営
で
き
る
実
行
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

最
適
な
人
材
を
採
用
す
る
た
め
に
、
社
員

か
ら
紹
介
さ
れ
た
人
を
採
用
す
る
「
リ
フ
ァ

ラ
ル
採
用
」、
退
職
者
や
転
職
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
用
す
る
「
ア
ル
ム
ナ
イ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
採
用
と
は
異

な
る
手
法
を
取
り
入
れ
る
の
か
、
そ
の
有
無

も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
工
知

能
の
「
Ａ
Ｉ
」
や
ア
バ
タ
ー
を
使
っ
て
、
社

員
満
足
度
を
測
る
「
パ
ル
ス
サ
ー
ベ
イ
」
な

ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
人
事
評
価

シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
的
役
割
で
す
。

【
Ｄ
】
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

従
業
員
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
よ
う
な
舞

台
で
あ
る
職
場
環
境
を
つ
く
り
出
す
役
割
で

す
。
内
部
環
境
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
察
知
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト

を
快
適
に
変
え
た
り
、ア
ロ
マ
や
観
葉
植
物
、

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
な
ど
の
間
接
照
明
を
効
果
的

に
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

に
合
わ
せ
て
、
ど
こ
で
も
、
安
全
に
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な

る
よ
う
に
、通
信
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、

従
業
員
が
交
流
す
る
た
め
の
社
内
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
ま
す
。
こ
れ
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
的

役
割
で
す
。

【
Ｆ
】
フ
ィ
ク
サ
ー

人
と
人
と
の
関
係
を
円
滑
に
す
る
潤
滑
油

の
役
割
で
す
。
人
が
２
人
以
上
い
れ
ば
、
価

値
観
の
違
い
な
ど
か
ら
意
見
が
合
わ
な
い
場

面
が
生
ま
れ
ま
す
。
人
が
集
え
ば
、
異
な
る

意
見
や
要
求
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
っ
て
当

然
で
す
。
こ
れ
を
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
い
い
ま

す
が
、
そ
の
状
態
を
調
整
す
る
た
め
に
両
者

の
間
に
入
り
、
望
ま
し
い
方
向
に
導
く
役
割

が
人
事
に
は
あ
り
、
課
題
を
解
決
す
る
洞
察

力
と
人
心
掌
握
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、「
絶
対
的
権
限
を
か
ざ
す
経
営

者
と
、
そ
れ
に
不
満
な
管
理
職
」「
数
字
を

追
う
営
業
と
品
質
に
こ
だ
わ
る
製
造
現
場
」

「
ど
う
し
て
も
馬
が
合
わ
な
い
上
司
と
部
下
」

の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
発
生
し
た
際
に
、
双
方

の
話
に
公
平
に
耳
を
傾
け
、
硬
直
し
た
状
況

を
よ
り
よ
い
方
向
で
解
消
し
、
満
足
で
き
る

関
係
に
な
る
よ
う
に
尽
力
す
る
の
が
、
フ
ィ

ク
サ
ー
的
役
割
で
す
。

②�

「
感
・
観
・
勘
（
３
カ
ン
）
力
」
を
磨
い

て
現
場
の
人
事
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

人
事
の
重
要
な
役
割
は
、
組
織
の
現
場
で

日
々
発
生
す
る
課
題
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
か
で
す
。
ひ
と
り
人
事
が
活
躍

す
る
中
堅
・
中
小
企
業
の
組
織
で
も
、

V
U

CA

時
代
の
多
様
な
価
値
観
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
進
化
を
背
景
に
、
課
題
も
ま
す
ま

す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
人
事
担
当
者
は
、
社
員
の
ニ
ー

ズ
（
要
望
）
を
把
握
す
る
こ
と
に
情
熱
を
持

ち
、
対
話
（D

ialogue

）
を
繰
り
返
す
こ
と

で
課
題
の
本
質
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

社
員
意
識
調
査
（
サ
ー
ベ
イ
）
を
実
施
し

た
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
研
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
社
員
と
対
話

（D
ialogue

）
し
、
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
よ

う
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
が
思
う
人
事
担
当
者
に
磨
い
て
ほ
し
い

ス
キ
ル
に
は
「
感
・
観
・
勘
（
３
カ
ン
）
力
」

が
あ
り
ま
す
。感
覚
に
近
い
も
の
で
す
の
で
、

専
門
知
識
の
よ
う
に
頭
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
実
際
に
日
々
組
織
・
人
事
の
現
場
で
経

営
者
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
社
員
と
接
す
る
中

で
磨
か
れ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
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１
つ
め
の
「
感
」
は
、周
囲
の
雰
囲
気
（
変

化
）
を
感
じ
る
力
の
こ
と
で
す
。
職
場
の
空

気
感
を
読
む
力
─
─
気
圧
配
置
と
い
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
空
間
に
心

地
よ
さ
は
あ
る
の
か
、
空
気
は
よ
ど
ん
で
い

な
い
か
、
同
じ
空
間
で
同
じ
空
気
を
吸
う
従

業
員
は
ど
ん
な
表
情
な
の
か
、
明
確
に
言
葉

と
し
て
表
現
し
た
り
、
共
有
し
な
く
て
も
、

そ
の
真
意
を
読
み
取
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
す
。

２
つ
め
は
、「
観
」
る
こ
と
で
す
。
医
者

が
診
断
・
診
察
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
組
織

の
ど
こ
に
課
題
や
問
題
が
あ
る
の
か
？　

社

員
が
抱
え
て
い
る
不
安
の
原
因
は
何
か
？　

と
い
う
具
合
に
、
ひ
た
す
ら
観
て
（
観
察
し

て
）
く
だ
さ
い
。

３
つ
め
は
、「
勘
」
で
す
。
勘
は
直
観
や

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
す
。
こ
う

い
う
と
、
当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も
八
卦

の
第
六
感
を
想
像
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
勘
に
少
し
別
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、「
当
た
り
を
つ
け
る
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
人
事
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま

ず
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
こ
れ
ま
で
の
人

事
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
し

た
。
そ
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
、

今
後
の
人
事
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
の
提
言

と
し
て
、
人
事
に
求
め
ら
れ
る
機
能
、
こ
れ

か
ら
の
人
事
の
役
割
と
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
雑
駁
な
内

容
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
か
一
つ

で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
気
づ
き
や
視

点
が
ご
提
供
で
き
た
な
ら
幸
い
で
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

岡
田　

英
之
（
お
か
だ 

ひ
で
ゆ
き
）

組
織
・
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
家

株
式
会
社
グ
ロ
ー
ブ
ハ
ー
ト
経
営
統
括
本
部

長
、
組
織
・
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
部
長

日
本
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（JSH

RM

）

執
行
役
員

社
会
思
想
史
学
会
所
属

　

１
９
７
２
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
、
東

京
都
立
大
学
大
学
院 

社
会
科
学
研
究
科
（
現

在
は
経
営
学
研
究
科
）博
士
前
期
課
程
修
了〈
経

営
学
修
士
（M

BA

）〉。

　

１
９
９
６
年
新
卒
に
て
、
大
手
旅
行
会
社
エ

イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（H

.I.S

）
入
社
、
人
事

部
に
配
属
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
伊
藤
忠
商
事
グ

ル
ー
プ
企
業
、
講
談
社
グ
ル
ー
プ
企
業
、
外
資

系
企
業
等
に
お
い
て
、
通
算
30
年
間
人
事
及
び

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
す
る
。
中
小

規
模
の
企
業
で
の
ひ
と
り
人
事
か
ら
中
堅
規
模

企
業
の
人
事
に
精
通
し
て
い
る
。
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